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衆議院予算委員会ニュース 

平成 28.10.4 第 192 回国会第４号 

 

10 月 4日（火）、第４回の委員会が開かれました。 

 

１ 平成 28年度一般会計補正予算（第２号） 

  平成 28年度特別会計補正予算（特第２号） 

  平成 28年度政府関係機関補正予算（機第１号） 

・安倍内閣の基本姿勢について、安倍内閣総理大臣、高市総務大臣、松野文部科学大臣、山本農林水産大臣、世耕経

済産業大臣、石井国土交通大臣、稲田防衛大臣、今村復興大臣、務台復興大臣政務官及び政府参考人並びに参考人

に集中審議を行いました。 

（参考人）日本銀行総裁                黒 田 東 彦君 

・安倍内閣総理大臣、麻生財務大臣、松野文部科学大臣、塩崎厚生労働大臣、山本農林水産大臣、世耕経済産業大

臣、石井国土交通大臣及び加藤国務大臣に質疑を行い、質疑を終局しました。 

・平成 28 年度補正予算３案に対し、武藤容治君（自民）、小川淳也君（民進）、國重徹君（公明）、高橋千鶴子君

（共産）及び井上英孝君（維新）が討論を行いました。 

・平成 28 年度補正予算３案について採決を行った結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

（賛成－自民、公明、維新 反対－民進、共産） 

 

（質疑者及び主な質疑内容）  

葉 梨 康 弘君（自民） 

・大隅良典東京工業大学栄誉教授がノーベル生理学・医

学賞を受賞したことについて、安倍内閣総理大臣の所

感を伺いたい。 

・輸入米の売買同時契約（ＳＢＳ）方式における業者間

の調整金の授受に関する調査の結果公表時期について、

山本農林水産大臣に伺いたい。 

・国がアベノミクスや構造改革に真摯に取り組むことが、

地方公共団体が経済活性化を進めるために必要である

と考えるが、安倍内閣総理大臣の見解を伺いたい。 

 

真 山 祐 一君（公明） 

・東日本大震災からの復興について、教育による復興に

全力で取り組むべきと考えるが、今村復興大臣の見解

を伺いたい。 

・台風第 10 号等による災害からの復旧・復興を、希望

をもって前に進めるべきと考えるが、安倍内閣総理大

臣の決意を伺いたい。 

・今後の水防災対策について、どのように取り組む考え

であるか、石井国土交通大臣の見解を伺いたい。 

 

階     猛君（民進） 

・台風被害を受けた岩手県岩泉町への視察を天候により

見送ったことの事実関係及び今後同町への視察を行う

予定の有無について、安倍内閣総理大臣の見解を伺い

たい。 

・務台復興大臣政務官は岩泉町において不適切な行動が

あり、担当政務官として適材適所であるとは言えない

と考えるが、安倍内閣総理大臣の見解を伺いたい。 

・水災害の経験がほとんどない地域に対して、避難を

誘導するための情報提供として、予想降水量の他に

予想浸水量等を加えることが有効であると考えるが、

石井国土交通大臣の見解を伺いたい。 

 

後 藤 祐 一君（民進） 

・衆議院小選挙区の区割り改定前後における解散権の行

使について、安倍内閣総理大臣の見解を伺いたい。 

・稲田防衛大臣は来年８月の戦没者追悼式に出席するの

か、また、靖国神社への参拝についてどのように考え

ているのか伺いたい。 

・南スーダンにおけるＰＫＯ部隊派遣について、安全確

保と任務遂行の両立が困難になり、派遣部隊の存在意

義が失われた場合には撤収するのか、稲田防衛大臣に

伺いたい。 

 

初 鹿 明 博君（民進） 

・介護サービスを縮小するにもかかわらず介護離職をゼ
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ロにするとしていることについて、安倍内閣総理大臣

の見解を伺いたい。 

・要介護１及び２の認定者への生活援助サービスの利用

料が全額自己負担になると、誰が身の回りの世話を行

うことになるのか、安倍内閣総理大臣の見解を伺いた

い。 

・介護離職ゼロに向けて、介護費用の自己負担を増やす

政策は行うべきではないと考えるが、安倍内閣総理大

臣の見解を伺いたい。 

 

福 島 伸 享君（民進） 

・ＳＢＳ方式の調整金問題に係る山本農林水産大臣のこ

れまでの答弁が一貫性を欠いているため整理すべきだ

と考えるが、同大臣の見解を伺いたい。 

・ＳＢＳ方式の際に定める売渡予定価格や買入予定価格

の積算根拠について伺いたい。 

・ＴＰＰ協定を米国より日本が先行して批准しようと

する理由について、安倍内閣総理大臣の見解を伺い

たい。 

 

井 坂 信 彦君（民進） 

・年金額を物価変動と賃金変動の低い方を基準に減らす

賃金・物価スライドの見直しにより、年金が生活の役

に立たなくなることが懸念されるが、安倍内閣総理大

臣の見解を伺いたい。 

・政府は賃金・物価スライド見直しによる年金支給額の

減少について試算を行い結果を公表すべきと考えるが、

安倍内閣総理大臣の見解を伺いたい。 

・賃金・物価スライド見直しと、年金受給資格期間の短

縮は、一括ではなく別々に国会審議を行うべきと考え

るが、安倍内閣総理大臣の見解を伺いたい。 

 

畠 山 和 也君（共産） 

・平成 28 年８月の台風被害対策について、農業共済事

業による補償の対象外となっている農業用ハウスにも

経営体支援育成支援事業による補償を行う必要がある

と考えるが、山本農林水産大臣の所見を伺いたい。 

・ＳＢＳ方式において、業者間の調整金が国産米価格に

影響を与えていると考えられるが、山本農林水産大臣

の所見を伺いたい。 

・米国際貿易委員会（ＩＴＣ）によるＴＰＰ協定に関す

る報告書で、日米両国間にコメに関する「文書化され

ていない約束」があるとの記述は事実か。また、同報

告書を撤回させる必要があると考えるが、安倍内閣総

理大臣の所見を伺いたい。 

 

丸 山 穂 高君（維新） 

・地方自治法を改正し、政務活動費の使途公開を義務付

けるべきと考えるが、高市総務大臣の見解を伺いたい。 

・「ニッポン一億総活躍プラン」における幼児教育の無

償化のスケジュール及び財源について、松野文部科学

大臣に伺いたい。 

・外国人や外国資本による我が国の森林や水源地の買収

について、政府が対応策を検討すべきと考えるが、山

本農林水産大臣の見解を伺いたい。 

 

（締めくくり質疑） 

大 串 正 樹君（自民） 

・平成 28 年度第２次補正予算における災害復旧・復興

関連予算の意義とその緊要性ついて、安倍内閣総理大

臣に伺いたい。 

・平成 28 年度第２次補正予算における子育て・介護の

環境整備関連予算の意義とその緊要性について、安倍

内閣総理大臣に伺いたい。 

・アベノミクスの今後の方向性について、安倍内閣総理

大臣の見解を伺いたい。 

 

伊 藤   渉君（公明） 

・中小企業・小規模事業者の生産性向上へ向けた取組に

ついて、安倍内閣総理大臣の所見を伺いたい。 

・中小企業・小規模事業者の下請取引における適正価格

の実現に向けた取組について、安倍内閣総理大臣の所

見を伺いたい。 

・働く人のスキルアップのために教育訓練給付金の拡充

をすべきと考えるが、加藤働き方改革担当大臣の所見

を伺いたい。 

 

緒 方 林太郎君（民進） 

・ＳＢＳ方式における調整金問題を受け、食糧法を改正

すべきと考えるが、山本農林水産大臣の見解を伺いた

い。 

・ＳＢＳ方式による輸入米の輸入量が変動しているのは、

調整金が輸入米価格に影響を与えているためであると

考えられるが、山本農林水産大臣の見解を伺いたい。 

・政府によるＴＰＰ協定の影響試算に関し、平成 25 年

の試算と現在の試算の間には農産物の生産量減少率に

大きな差があるが、その理由を山本農林水産大臣に伺

いたい。 



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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大 西 健 介君（民進） 

・安倍内閣が進める働き方改革は、企業や国の視点に立

った「働かせ方改革」ではないかとの意見に対する安

倍内閣総理大臣の見解を伺いたい。 

・働き方改革実現会議は、労働政策審議会に比べて、構

成員に占める労働者側代表の比率が低くなっており、

労働者の立場が弱くなっていると考えられるが、安倍

内閣総理大臣の見解を伺いたい。 

・労働基準法改正案（第 189回国会、閣法）において対

象業務が追加されることとなっている裁量労働制は、

労働時間記録が残らず、労働災害の申請ができないケ

ースが生じ得るのではないか。 

 

本 村 伸 子君（共産） 

・リニア中央新幹線事業には環境破壊などの負の影響が

あることを認めるべきと考えるが、安倍内閣総理大臣

の見解を伺いたい。 

・同事業に対して財政投融資による融資を行うことに関

し、その償還確実性について、財政制度等審議会にお

いて審議を行ったのか。 

・リニア中央新幹線の需要予測について、生産年齢人口

の変化を加味した試算は存在しないとする過去の政府

答弁は正しいか。 

 

伊 東 信 久君（維新） 

・子どもの貧困対策の観点から、教育無償化のために憲

法改正を行う必要性があると考えるが、安倍内閣総理

大臣の所見を伺いたい。 

・幼児教育無償化が女性の社会進出に貢献すると考える

が、加藤女性活躍担当大臣の所見を伺いたい。 

・義務教育の教育水準の向上のための学校選択制導入の

効果について、松野文部科学大臣の所見を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


